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総括と今後の取組み（案）について

1. アンケート調査
 地域貢献活動の課題
 愛知学習センターへの要望
 地域貢献活動実施に向けての提言

2. ヒアリング調査
 26名の活動分野
 活動に影響を与える要素
 愛知学習センターへの要望

3. 活動の方向（案）

4. 具体的な取組みと工程（案）

5. 地域貢献活動に当たっての検討事項

地域貢献活動の課題

・回答者の約60％
が参加経験あり

・年齢とともに参加
率が高まる

・ 70％強の学生が
今後、活動意思あり

・活動分野は子ども、
学術、保健が多い

・この傾向は現状、
今後とも同じ

注）子ども：子どもの教育・健全育成等
子どもに関すること

学術：学術・文化・芸術・スポーツ・
レクリエーションに関すること

保健：保健・医療・健康・福祉に関する
こと

・活動の場は地域
の組織・団体が
大部分で、次に保
育園・学校などの
教育関係

・活動への不参加の
理由は、主に
①時間の余裕
②情報
③機会
が無いこと

今後の参加理由の主
なものは、
①生きがいを見出す
②学習の成果等
③地域問題の解決

注）学習の成果等：学習の成果や
身につけた技術を活かすため

主な問題点
①活動に参加する人手が足りない
②課題や参加者のマンネリ化
③専門知識、技術、情報が足りない

活動経験あり

活動経験なし

1. アンケート調査

放送大学 
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愛知学習センターへの要望
（アンケート調査結果）

①適切な地域貢献活動
の紹介

②地域貢献活動のスキル
や心構え等の講演会の
開催

③地域貢献活動の経験者
の話を聞く場の提供

地域貢献活動実施に
向けての提言

若年層も取り込むことがで
きる活動内容の工夫

活動をしている愛知SC学生
や同窓生からの情報収集

近隣大学で活動を実践し
ている大学との情報交換
会の開催

学生間で活動に必要なスキ
ル等の提供ができる場の設
置

地域の防災

町興し・地域活性化

高齢者・障害者支援
子育て支援

海外支援

歴史・文化 自然保護・環境保全

歴史・文化・自然保護

社 会 福 祉 の 拡 充

・がん患者支援

行
政

・地域の防災リーダー
・防災連絡網整備
・公民館の防火管理者

等４件

・市民活動・ＮＰＯ活動
・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの
具現化

・観光ガイド
等７件

・遺跡発掘
・系図作り（自分史探求）
・音楽活動

等３件

・森遊び指導
・環境問題講師
・野外活動ﾘｰﾀﾞｰ育成
・野生動物食害調査

等４件

・外国人へ日本語の指導
・途上国の図書館建設

等７件 ・傷病子供支援
・子供の情操教育
・食事指導 ・栄養指導
・子供の安全確保
・青少年育成ﾘｰﾀﾞｰ養成

等７件

・高齢者介護支援
・障害者介護支援
・障害者就職支援

等１３件

２６名の活動分野
2. ヒアリング調査
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1．原則無償であるが、交通費などが支給される場合もある。

２．受け入れ組織の要求内容が不明確なこともある。

３．状況の変化により提供者に求められる役割が変わることが

ある。

４．行政からの支援は、ときにより大きく変わることがある。

５．後継者がいなくて、活動休止や活動変更ができないことが

ある。

６．自己の健康や家族からの支援にも変化が起こることがある。

７．欲求不満やマンネリに陥ることもある。

活動に影響を与える要素

実 現 性 高低

連
携
の
必
要
性

低

高 中京大学
学園祭や

ボランティア活動
の共同企画・実施

・ＳＣに案内パンフを配置
・活動をＰＲする場の提供
・「しりあい」での活動報告
・「ＳＣ掲示板」の利用

ＮＰＯ法人
設立

・出前講義
・出前講演会
・講師の派遣や紹介 ・ノウハウの交換・伝達の場

・ボランティア入門講座の開設
・スキルの講演会
・研修会の開催 など

資格や

希望ボラティア
の登録制度

地域貢献の
情報提供を希
望

他大学
との交流

・情報交換

地域貢献に関連する
サークルの立上げ

社会福祉協議会
の紹介や

各種団体との
連携

愛知ＳＣ

愛知学習センターへの要望

放送大学 
愛知学習センター
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3. 活動の方向（案）

放送大学における地域貢献の定義（地域貢献研究会：2014）

大学に集積された「知」を地域問題の解決に役立てる

地域の人材育成 地域の活性化に寄与

大学の知とは

教職員の企画力・
専門知識、学生・
卒業生、物的資
産、図書、通信網
等

1．地域貢献活動に関する情報発信
2．地域貢献活動に必要な知識、スキル、姿勢など

に関する学習、意見交換等の場の提供
3. 地域の各種活動主体等との連携による活動の

企画と実践

学習センターの目標は

当面の活動

将来の活動

4. 具体的な取組みと工程（案）

1．地域貢献活動
に関する情報発信

2．地域貢献活動

に必要な知識、ス
キル、姿勢などに
関する学習、意
見交換等の場の
提供

現在

3．地域の各種活動

主体等との連携によ
る活動の企画と実践

学習センターでの活動案内パンフの配付や掲
示、活動の内容紹介の機会提供（入学者の集
い、クラス会、交流会など）、機関誌「しりあい」

やHPでの活動紹介・報告、・・・・・・・・・・・

活動している学生間でのノウハウ、スキルなどの
交換・伝達の場を提供、地域貢献やボランティア
に関する面接授業や公開講演会の開設、学友会
や同窓会と連携した活動報告会の開催、エキス
パート科目の学習、・・・・・・・・

近隣大学、地方公共団体、NPO法人、社会

福祉協議会、地元自治会・町内会などとの
連携・協働による活動の実践

地域の中核的人材の育成

将来

経験・実
績の積み
上げ

ネット
ワーク
の構築
と実践

情報の発
信・共有

活動の熟度

放送大学 
愛知学習センター
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5. 地域貢献活動に当たっての検討課題

活動の目標

 活動の目的
 活動に関する情報収集

 身につける知識・スキル・
経験とその手段

 目指す人材とは

組織・運営

 学習センターの役割

 学生組織（学友会、
同窓会、サークル、
委員会など）の係り
方

 活動方針・内容の審
議・決定

 本部との連携

 地域の各種団体との
連携

 活動予算

活動の成果と評価

 活動の結果・成果の報告
と課題の抽出

 活動内容・目標等の見直
し

 人材育成の達成度評価

共通認識の醸成。大学はど
のような活動や人材を支援
するのか。活動のリーダー育
成（コーディネーター）とは？ 活動を推進する主体、責任

体制は？

反映

ご清聴、ありがとうございました。

この後、討論に移ります。忌憚のないご
質問、ご意見をよろしくお願いいたします。

放送大学 
愛知学習センター




